
施策評価シート
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幼児トリム教室の開催数

施策等名称 地域における子どものスポーツ機会の充実
体系番号 0201020501
主管課 スポーツ健康課

①

現状と課題

少子化による遊び仲間の減少、情報化の進展やテレビゲームの普及等生活スタイルや遊びの内容の変化により、自然の
中で遊ぶ機会が減っています。体を動かして遊ぶ機会が減少することは、その後の児童・青年期での運動や能力の育成だ
けでなく、対人関係などコミュニケーションをうまく構築できないなど、心の発達にも影響を及ぼすと考えられます。
スポーツの実施面ではスポーツクラブや学校の部活動等が中心で、スポーツをする子と、しない子の二極化が進んでいま
す。部活動時間外の社会体育活動は、現在、県で今後のあり方について見直しをしています。

めざす将来像
（あるべき姿、基本的

な考え方）

幼児期から中学生期の運動教室が、幼稚園・保育所、小中学校に普及し、運動やスポーツをする元気な子どもが増加して
いる
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スポーツ健康課

子どもの体力・運動能力向上に積極的に働きかけ、スポーツに苦手意識のある子どもでも気軽に参加できるイベント等を開催する
ことで、幼児期からの全身と五感を使った自然の遊びの実現に取り組む。
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子どもを取り巻く社会のスポーツ環境の充実 スポーツ健康課

スポーツ少年団への加入を促進するとともに、適切な指導ができる指導者の育成を図る。また、他校や競技団体との連携等、運動
部活動の柔軟な運営を促進、充実させる。
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２　指標等の推移と変動要因

施策等名称 地域における子どものスポーツ機会の充実
体系番号 0201020501
主管課 スポーツ健康課

2021年度 2022年度

指標No. 中間目標値 実績値　/　達成率（実績値÷目標値）

2020年度体系区分
成果指標名

計画策定時 2018年度 2019年度

1 10 60.00 0.00 0.00 0.00 0.00

施策
園児・児童へのスポーツ教室の実施

5 6

3,000 61.07 0.00 0.00 0.00 0.00

施策
ジュニアスポーツ教室参加人数

2,368 1,832
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2018年度 北部地区小学生エンジョイスポーツ教室を新たに実施することができ、1教室の増加となった。
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6 50.00 0.00 0.00 0.00 0.00
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2018年度 陸上競技が実施できなかったことや、野球やバレーボール部員の減少に伴い、参加者数が減少となった。
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2018年度 前年と同数の開催数であった。
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1 100.00 0.00 0.00 0.00 0.00

柱1
ひよこ教室開催数

1 1
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2018年度 北部地区小学生エンジョイスポーツ教室を新たに実施することができ、1教室の増加となった。
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360 97.22 0.00 0.00 0.00 0.00

柱2
スポーツ少年団員数

360 350

1

変
動
要
因
等

2018年度 前年と同数の開催数であった。
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2018年度 小学校3年～6年生の児童数が減少していることや、競技系スポーツが敬遠される傾向にあること等が推考される。
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施策等名称 地域における子どものスポーツ機会の充実
体系番号 0201020501
所管課 スポーツ健康課
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中間目標値 実績値　/　達成率（実績値÷目標値）
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2018年度 陸上競技が実施できなかったことや、野球やバレーボール部員の減少に伴い、参加者数が減少となった。
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施策等名称 地域における子どものスポーツ機会の充実
体系番号 0201020501
主管課 スポーツ健康課

３　評価・改革改善 （単位：円）

評
　
　
　
　
　
価

項　　目 2018年　（前年度比） 2019年　（前年度比） 2020年　（前年度比） 2021年　（前年度比） 2022年　（前年度比）

投
資
額

事業費(円)

うち一財(円)

進捗評価 おおむね順調

6,516,001

5,911,001

増減理由
（一般財源
前年度比
±10％以
上の場合
に記載）

6,846,000

6,191,000

1.05

1.05

理　由

定員を超える応募があり
ながら、安全上・講師等
の関係で定員までの人
数としているため、教室
数を増やし、幼児の運動
機会の充実化を図る。

総
合
評
価

主
な
取
組
内
容
や
成
果

幼児児童向け教室は前
年規模で開催、北部地
区小学生スポーツ教室
を新たに開催できたこと
で、運動機会を増やすこ
とができた。
中学生の社体活動の見
直しと重なったジュニア
スポーツ教室は、参加者
が減少した。

課
題

幼児トリム教室は定員を
超える応募があるため
教室を増やしたいが、補
助員の確保が難しい。
中学生期のスポーツ活
動指針が改定され、部
活動の延長上の社会体
育活動が廃止された。

重点化する
施策の柱

1

重点
事務事業

1

改
革
・
改
善

改革・
改善内容

定員を超える応募のあっ
た幼児トリム教室を、現
状の補助員で対応でき
る最大限の回数まで増
やし、より多くの方に受
講してもらえるようにす
る。

作成担当者
最終評価責任者
最終評価年月日

上条　直之
平出　信次
R1.7.23
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